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山
口
や
ち
ゑ
会
長
と
事
務
局

の
３
名
が
、
８
月
27
日
、
常
磐

大
学
を
訪
問
し
、
常
磐
大
学
・

常
磐
短
期
大
学
の
富
田
敬
子
学

長
、
渡
部
茂
己
常
務
理
事
、
飯

野
令
子
人
間
科
学
部
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
准
教
授
、
坂

場
由
美
子
国
際
交
流
語
学
学
習

セ
ン
タ
ー
統
括
ら
と
、
今
後
の

ベ
ト
ナ
ム
と
の
交
流
活
動
、
研

修
、
連
携
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

    

富
田
学
長
は
、
国
連
経
済
社

会
局
統
計
部
次
長
を
経
て
２
０

１
９
年
４
月
よ
り
常
磐
大
学
学

長
に
な
り
「
語
学
力
・
問
題
解

決
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
」
の
育
成
を
図
り
、
世
界
的

視
野
で
、
主
体
的
に
判
断
・
行

動
し
、
地
域
社
会
と
国
際
社
会

に
貢
献
す
る
専
門
性
を
持
っ
た

教
養
人
の
育
成
を
目
指
し
て
い

て
、
今
回
、
県
連
の
青
少
年
・

若
者
育
成
活
動
に
賛
同
し
「
学

生
に
は
在
学
中
一
度
は
海
外
に

出
て
学
ん
で
欲
し
い
。
広
い
視

野
に
立
っ
て
世
界
を
見
て
も
ら

い
た
い
」と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、

学
生
は
リ
モ
ー
ト
で
授
業
を

行
っ
て
い
る
現
状
で
す
が
、
状

況
が
整
っ
た
ら
ぜ
ひ
、
ベ
ト
ナ

ム
に
も
学
生
や
職
員
を
派
遣
し

た
い
と
も
話
し
ま
し
た
。

　
会
長
は
「
現
在
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、

人
と
接
す
る
機
会
が
か
な
り
少

な
く
な
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ
こ
う

い
う
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
県
内

の
大
学
や
企
業
と
連
携
を
し

て
、
ベ
ト
ナ
ム
の
若
者
た
ち
と

の
交
流
を
通
し
、
次
世
代
を
担

う
青
少
年
・
若
者
の
育
成
に
力

を
い
れ
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
茨
城
県
連
合
会
は
近
年
、
青

少
年
育
成
活
動
に
力
を
入
れ
て

お
り
、
県
内
の
大
学
生
、
高
校

生
を
は
じ
め
、
企
業
（
関
彰
商

事
株
式
会
社
）
な
ど
の
協
力
を

得
て
リ
ー
ダ
ー
研
修
を
行
っ
て

ま
す
。

　
ベ
ト
ナ
ム
中
部
の
都
市
フ
エ

に
あ
る
国
立
大
学
の
フ
エ
外
国

語
大
学
と
は
す
で
に
４
年
前

の
２
０
１
６
年
か
ら
協
定
を

結
ん
で
お
り
、
フ
エ
外
国
語

大
学
か
ら
県
内
に
留
学
し
て

い
る
学
生
（
茨
城
大
学
、
茨

城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
）
の
支

援
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
県
連

の
行
事
へ
の
参
加
、
県
連
青

年
部
と
の
交
流
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
す
で
に
帰
国
し
た
留
学
生

の
中
に
は
フ
エ
外
国
語
大
学

の
教
授
に
な
っ
た
人
や
日
本

の
企
業
に
就
職
し
た
人
が
多

数
お
り
、
現
在
も
交
流
は
続

い
て
い
ま
す
。

日
本
語
教
師
の

　
　  

育
成
に
注
力

　
現
在
常
磐
大
学
で
は
日
本
語

を
指
導
す
る
教
師
の
育
成
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
会
合
の
中
で
今
後
さ
ら
に
ベ

ト
ナ
ム
の
大
学
と
連
携
し
、
現

地
で
の
研
修
が
で
き
た
ら
と
考

え
て
お
り
、
フ
エ
外
国
語
大
学

や
ハ
ノ
イ
工
科
大
学
を
は
じ
め

ベ
ト
ナ
ム
の
大
学
と
の
協
力
体

制
の
構
築
に
努
め
て
い
く
予
定

で
す
。

 

　
県
連
は
常
磐
大
学
と
連
携

を
し
、
ベ
ト
ナ
ム
の
大
学
と
の

橋
渡
し
や
青
少
年
・
若
者
育
成

活
動
の
充
実
に
努
め
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
日
本
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協
会
茨
城
県
連
合
会
が
毎
年
行
っ
て
い

る
青
少
年
・
若
者
育
成
活
動
（
ベ
ト
ナ
ム
訪
問
）
に
、
学
生
を

派
遣
し
て
い
る
常
磐
大
学
と
茨
城
県
連
合
会
が
本
格
的
に
連
携

し
、
青
少
年
・
若
者
育
成
活
動
を
行
う
方
向
で
話
し
合
い
が
持

た
れ
ま
し
た
。

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
意
見
交
換

常
磐
大
学
と
茨
城
県
連
が
連
携
大
変
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
育
成
強
化
を

連携について意見交換をする富田学長（左）と山口会長

大
学
関
係
者
と
県
連
会
長
と
事
務
局
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私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

機
関
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

　
相
談
会
で
は
茨
城
県
ベ
ト
ナ

ム
人
協
会
役
員
の
レ
・
バ
ン
・

タ
ン
さ
ん
と
グ
エ
ン
・
ホ
ン
・

ソ
ン
さ
ん
が
通
訳
を
行
い
「
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
仕
事
が
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」「
飛
行

機
が
飛
ん
で
な
い
の
で
帰
国
で

き
な
い
。
仕
事
を
続
け
る
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
か
」「
特
定

技
能
実
習
生
に
な
る
に
は
ど
う

し
た
ら
い
い
か
」
な
ど
切
実
な

内
容
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

 

　
対
応
し
た
杉
田
昌
平
弁
護

士
（
東
京
弁
護
士
会
）
や
株
式

会
社
ア
セ
ア
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
の
廣
田
規
夫
専
務
取
締
役
、

日
野
歩
シ
ニ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

が
問
題
解
決
に
動
き
、
必
要
な

手
続
き
や
書
類
、
技
能
・
日
本

語
検
定
試
験
に
つ
い
て
、ま
た
、

働
き
た
い
職
種
、
働
け
る
業
種

な
ど
に
つ
い
て
熱
心
に
相
談
に

応
じ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
ベ

ト
ナ
ム
に
戻
る
飛
行
機
が
な
い

た
め
、
技
能
実
習
生
の
多
く
は

３
年
間
の
活
動
を
終
え
て
も
帰

国
で
き
ず
、
仕
事
も
な
く
な
り

生
活
が
困
難
な
状
況
に
陥
っ
て

い
ま
す
。
仕
事
の
終
了
と
同
時

に
住
む
と
こ
ろ
が
な
く
な
り
、

知
人
の
家
を
転
々
と
し
て
い
る

と
訴
え
る
人
も
少
な
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
特
定
活
動
の
ビ
ザ
を
取
得
し

て
仕
事
を
続
け
た
い
が
、
仕
事

を
探
し
て
も
な
か
な
か
見
つ
け

ら
れ
な
い
と
訴
え
る
実
習
生
か

ら
の
相
談
も
、
杉
田
弁
護
士
が

丁
寧
に
対
応
し
て
い
ま
し
た
。

　
技
能
実
習
生
は
１
年
目
に
受

け
る
技
能
検
定
試
験
（
基
礎
二

級
）、
３
年
目
に
受
け
る
の
が

随
時
三
級
で
、
専
門
的
な
日
本

語
試
験
と
技
能
試
験
（
必
須
）

が
あ
り
、
合
格
す
る
と
さ
ら
に

２
年
間
続
け
て
働
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
介
護
職
は
ベ
ト
ナ
ム

語
で
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
農
業
や
食
品
製
造

な
ど
ほ
と
ん
ど
の
職
業
は
日
本

語
で
の
試
験
と
な
り
ま
す
。

　
特
定
技
能
ビ
ザ
を
獲
得
す
る

に
は
日
本
語
検
定
試
験
４
級

（
Ｎ
４
）
が
必
要
だ
が
、
３
年

間
の
日
本
で
の
労
働
経
験
が
あ

れ
ば
Ｎ
４
が
な
く
て
も
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
日
本

で
働
く
た
め
に
必
要
な
細
か
い

手
続
き
に
つ
い
て
真
剣
な
や
り

取
り
が
続
き
ま
し
た
。

　
弁
護
士
相
談
を
通
し
、
特
に

学
生
は
、
日
本
の
大
学
を
卒
業

し
て
も
日
本
で
就
職
す
る
に

は
、
在
学
中
に
働
い
た
（
ア
ル

バ
イ
ト
）
源
泉
徴
収
票
が
全
て

必
要
で
、
国
民
年
金
を
払
っ
て

い
る
か
、
あ
る
い
は
学
生
の
年

金
免
除
申
請
を
し
て
い
な
い
と

入
国
管
理
局
か
ら
の
特
定
技
能

ビ
ザ
が
も
ら
え
ず
、
日
本
の
企

業
へ
の
就
職
が
厳
し
く
な
る
こ

と
も
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
手
続
き
が
遅
れ
オ
ー
バ
ー
ス

テ
イ
と
な
っ
た
実
習
生
は
働
く

こ
と
が
で
き
ず
、
入
管
も
オ
ー

バ
ー
ス
テ
イ
者
が
多
く
、
定
期

的
に
出
頭
す
る
以
外
は
対
応
が

な
く
「
ど
う
し
た
ら
い
い
か
」

と
電
話
で
悲
痛
な
思
い
を
相
談

し
て
来
る
人
も
い
ま
す
。

　
ベ
ト
ナ
ム
大
使
館
も
千
葉
県

に
住
む
場
所
を
失
く
し
た
人
た

ち
が
身
を
寄
せ
る
こ
と
が
で
き

る
研
修
所
を
借
り
上
げ
、
現
在

20
名
が
身
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、茨
城
県
か
ら
は
遠
く
、

友
人
宅
に
身
を
寄
せ
て
い
る
の

が
現
実
で
す
。

 

　
電
話
や
リ
モ
ー
ト
、Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
よ
る
相
談
は
、
相
談
を
開
始

し
て
か
ら
50
件
以
上
に
な
り
、

新
た
な
仕
事
を
見
つ
け
「
助
か

り
ま
し
た
。
ま
だ
日
本
で
仕
事

が
で
き
ま
す
」「
安
心
し
て
住

む
と
こ
ろ
が
見
つ
か
り
ま
し

た
。
頑
張
っ
て
働
き
ま
す
」
と

喜
び
の
声
も
届
い
て
い
ま
す
。

「
相
談
で
き
る
場
所
が
あ
る
こ

と
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
」
と

実
習
生
や
留
学
生
は
話
し
て
い

ま
し
た
。

　
次
回
は
10
月
18
日
10
時
か
ら

「
モ
ッ
・
ハ
イ
・
バ
ー
・
ヨ
ー
」

で
開
催
予
定
で
す
。

　
日
本
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協
会
茨
城
県
連
合
会
に
よ
る
無
料
弁
護
士

相
談
会
が
７
月
26
日
、
８
月
22
日
、
９
月
13
日
の
三
回
に
わ
た
り
、

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
の
予
定
で
、
水
戸
白
梅
の
ベ
ト
ナ
ム
料

理
店
「
モ
ッ
・
ハ
イ
・
バ
ー
・
ヨ
ー
」
で
行
わ
れ
、
多
く
の
ベ
ト

ナ
ム
人
労
働
者
や
技
能
実
習
生
を
入
れ
て
い
る
企
業
、
日
本
語
学

校
な
ど
が
相
談
に
訪
れ
ま
し
た
。

ビ
ザ
が
あ
っ
て
も
仕
事
な
い

無
料
弁
護
士
相
談
会
を
開
催

弁
護
士
が
課
題
を
明
確
に



2020年 （令和２年） 9月15日

(株) 中山敬二建築設計事務所
K  E  I  J  I    N  A  K  A  Y  A  M  A    A  R  C  H  I  T  E  C  T  S

代表取締役 中    山        敬    二

水戸事務所  〒310-0841  水戸市酒門町2149-2 TEL  029-224-3677（代）

FAX  029-224-3678
https://www.nk-ao.net/
E-mail:nk_ao@syd.odn.ne.jp

私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

機
関
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

　
７
月
18
日
、
つ
く
ば
市
の
名

渓
日
本
語
学
校
の
敷
地
を
借

り
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー
ド
バ
ン

ク
茨
城
や
県
連
会
員
か
ら
協
力

い
た
だ
い
た
米
５
百
キ
ロ
（
５

キ
ロ
入
り
百
袋
）
や
フ
リ
ー
ズ

ド
ラ
イ
の
ご
飯
、ク
ラ
ッ
カ
ー
、

イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
、
さ

ら
に
つ
く
ば
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
か
ら
寄
付
さ
れ
た
缶
詰
な
ど

約
１
５
０
人
分
を
配
布
。

　
筑
波
大
の
ベ
ト
ナ
ム
人
留
学

生
や
ベ
ト
ナ
ム
人
協
会
と
遅
く

ま
で
準
備
し
ま
し
た
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
告
知
を
見
た
多

く
の
技
能
実
習
生
が
、つ
く
ば
、

守
谷
、
取
手
、
常
総
、
牛
久
な

ど
県
南
各
地
域
か
ら
、
自
転
車

や
電
車
、
バ
ス
を
利
用
し
て
訪

れ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
モ
ン
ゴ
ル
、

ペ
ル
ー
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
な
ど
の
地
域
か
ら
の
技

能
実
習
生
や
筑
波
大
に
通
う
留

学
生
が
訪
れ
「
コ
ロ
ナ
で
仕
事

が
減
っ
た
の
で
助
か
る
」「
ビ

ザ
が
切
れ
て
住
む
と
こ
ろ
も
な

本
格
的
に
救
済
開
始

　
駐
日
ベ
ト
ナ
ム
大
使
館
か
ら
の
協
力
以
来
も
あ
り
、
困
窮
し
て

い
る
ベ
ト
ナ
ム
人
実
習
生
、
留
学
生
を
救
済
す
る
た
め
に
、
茨
城

県
ベ
ト
ナ
ム
人
協
会
と
連
携
し
て
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
８
月
28
日
、
米
５
百
キ
ロ
を

県
連
の
大
塚
則
昭
副
会
長
、
関

正
樹
副
会
長
の
協
力
を
得
て
、

東
京
港
区
芝
の
日
新
窟
に
あ
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
も
い
き
日
越
支

援
会
に
届
け
ま
し
た
。

　
支
援
会
に
は
帰
国
で
き
ず
住

む
と
こ
ろ
も
な
い
約
20
人
の
ベ

ト
ナ
ム
人
が
身
を
寄
せ
て
い

て
、
支
援
を
受
け
て
い
ま
す
。

「
お
米
が
あ
る
と
本
当
に
助
か

り
ま
す
。
困
っ
て
い
る
人
も
み

ん
な
喜
び
ま
す
」
と
笑
顔
で
手

伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
現
在
帰
国
を
待
っ
て
い
る
ベ

ト
ナ
ム
人
は
２
万
人
以
上
。
大

使
館
へ
帰
国
希
望
の
登
録
を
し

て
も
帰
国
で
き
る
の
は
月
５
百

人
程
度
。
ベ
ト
ナ
ム
便
が
再
開

す
る
ま
で
助
け
合
っ
て
い
る
状

態
は
続
き
ま
す
。

　
困
窮
し
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
人

技
能
実
習
生
、
留
学
生
は
時
間

の
経
過
と
と
も
に
増
加
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
は
ベ
ト
ナ
ム
人
僧
侶
タ

ム
・
チ
ー
さ
ん
、
ベ
ト
ナ
ム
大

使
館
と
協
力
し
て
、
埼
玉
県
の

ベ
ト
ナ
ム
寺
院
大
恩
寺
を
中
心

に
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
く
予

定
で
す
。

い
。
誰
に
相
談
し
た
ら
い
い
の

か
」「
バ
イ
ト
が
減
っ
た
の
で

こ
れ
は
あ
り
が
た
い
で
す
」
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
が
困
難
な
中
、
笑

顔
で
食
糧
を
抱
え
て
帰
っ
て
い

き
ま
し
た
。

３
ヶ
月
で
約
６
百
人
に
配
布

相
談
会
で
再
び
仕
事
に

　
コ
ロ
ナ
禍
で
突
然
の
解
雇
、

過
酷
な
労
働
か
ら
逃
れ
、
県
連

が
行
っ
て
い
る
無
料
弁
護
士
相

談
会
を
通
し
て
二
十
一
世
紀
会

の
指
定
障
害
者
支
援
施
設
友
舞

の
郷
（
樋
口
宗
治
理
事
長
）
に

採
用
が
決
ま
っ
た
ベ
ト
ナ
ム
人

技
能
実
習
生
４
人
が
、
自
分
た

ち
が
作
っ
た
ベ
ト
ナ
ム
料
理
を

同
僚
や
施
設
の
利
用
者
に
振
る

舞
い
ま
し
た
。

　
８
月
８
日
は
入
所
後
初
の
施

設
内
の
お
祭
。
７
月
下
旬
か
ら

仕
事
を
は
じ
め
、
前
日
か
ら
ベ

ト
ナ
ム
の
生
春
巻
、
揚
春
巻
、

フ
ォ
ー
を
準
備
し
ま
し
た
。

　
相
談
会
の
時
は
と
て
も
緊
張

し
て
い
て
、
深
刻
な
顔
を
し
て

い
た
４
人
で
す
が
、
す
っ
か
り

笑
顔
を
取
り
戻
し
浴
衣
や
ア
オ

ザ
イ
姿
で
嬉
し
そ
う
に
話
し
て

い
ま
し
た
。
新
天
地
で
さ
ら
に

活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

日
新
窟
へ
お
米
を
寄
付
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私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋
・
機
関
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

　
今
回
提
供
を
受
け
た
品
物
の

３
５
０
０
点
の
う
ち
約
５
百
点

を
第
１
便
と
し
て
、
小
美
玉
市

内
、
美
野
里
地
区
に
あ
る
「
サ

バ
イ
デ
ィ
」
小
川
地
区
の
「
手

と
手
の
会
」
玉
里
地
区
の
多
文

化
共
生
グ
ル
ー
プ
「
お
み
た
ま

じ
ん
」
３
つ
の
日
本
語
教
室
に

通
う
、
約
１
５
０
人
の
ベ
ト
ナ

ム
人
を
は
じ
め
と
す
る
外
国
籍

学
習
者
と
そ
の
家
族
に
無
償
提

供
し
ま
し
た
。

　
小
美
玉
市
の
在
留
外
国
人
数

を
み
る
と
ベ
ト
ナ
ム
人
は
最
多

の
４
４
７
人
で
、
外
国
人
全
体

に
占
め
る
割
合
は
、
26
・
83
％

（
茨
城
県
統
計
資
料
２
０
２
０

年
１
月
時
点
）
で
す
。
日
本
語

教
室
に
通
う
外
国
籍
学
習
者
の

中
で
ベ
ト
ナ
ム
人
の
割
合
は
半

数
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
日
本
語
教
室

の
「
サ
バ
イ
デ
ィ
」（
岡
村
治

美
代
表
）
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
活
動
を
一
時
休
止
し
て

い
ま
し
た
が
、
８
月
よ
り
毎
週

木
曜
日
の
夜
に
活
動
を
再
開
し

て
お
り
、
技
能
実
習
生
な
ど
が

集
ま
り
日
本
語
を
学
習
し
て
い

ま
す
。

　
こ
こ
に
通
う
外
国
人
の
多
く

は
、
来
日
す
る
た
め
に
か
か
っ

た
経
費
の
返
済
、
本
国
に
住
む

家
族
へ
の
送
金
や
貯
金
を
す
る

た
め
に
生
活
費
を
切
り
詰
め
て

生
活
し
て
い
ま
す
。

　
岡
村
代
表
は
「
い
た
だ
い
た

衣
類
や
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
は
、

み
ん
な
の
生
活
に
大
変
役
立
つ

も
の
で
喜
ん
で
く
れ
る
と
思
い

ま
す
。
日
本
語
学
習
に
来
た
と

き
に
一
人
ひ
と
り
に
渡
し
ま

す
。
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
連

合
会
の
方
々
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　「
手
と
手
の
会
」（
郡
司
眞
知

子
代
表
）、多
文
化
共
生
グ
ル
ー

プ
「
お
み
た
ま
じ
ん
」（
羽
鳥

愛
代
表
）
の
代
表
は
「
現
在
活

動
を
休
止
し
て
い
る
の
で
、
外

国
人
技
能
実
習
生
を
受
け
入
れ

て
い
る
企
業
等
を
一
つ
ひ
と
つ

訪
ね
、
雇
用
主
に
無
償
提
供
の

趣
旨
を
説
明
し
在
籍
す
る
外
国

人
全
て
の
手
に
届
く
よ
う
に
し

ま
す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
日
本
に
来
て
２
年
に
な
り
市

内
の
金
属
加
工
所
で
働
く
ベ
ト

ナ
ム
人
の
ド
ア
イ
さ
ん
、
ズ
ン

さ
ん
、
カ
ー
ン
さ
ん
は
「
新
品

の
ジ
ャ
ー
ジ
や
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ

ク
は
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
仕

事
や
家
に
い
る
と
き
に
使
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
と
喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　
提
供
を
受
け
た
品
物
は
茨
城

県
ベ
ト
ナ
ム
人
協
会
や
行
政
機

関
等
と
連
携
し
、
県
内
数
カ
所

に
分
け
、
困
窮
し
て
い
る
多
く

の
ベ
ト
ナ
ム
人
や
外
国
人
に
届

け
、
共
に
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越

え
て
い
け
る
よ
う
に
活
動
し
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
提
供
を
受
け
た

物
以
外
の
配
布
も
し
て
い
く
予

定
で
す
の
で
、会
員
や
自
治
体
、

企
業
な
ど
で
、
物
資
の
支
援
や

配
布
場
所
を
提
供
し
て
い
た
だ

け
る
と
い
う
方
は
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

外
国
人
へ
衣
類
無
償
提
供

　
茨
城
県
連
合
会
の
砂
川
豊
朗
副
幹
事
長
か
ら
「
県
内
の
外
国
人

に
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
」
と
、
ハ
ー
フ
パ
ン
ツ
、
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
、

婦
人
服
な
ど
の
衣
類
と
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど
の
提
供
を
受
け
ま

し
た
。

小
美
玉
の
日
本
語
教
室
を
通
じ
て
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当
日
は
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の

観
点
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
人
20
人
に

制
限
し
て
行
わ
れ
、
茨
城
県
か

ら
は
堤
谷
聡
嗣
県
産
業
戦
略
部

労
働
政
策
課
雇
用
促
進
対
策
室

長
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
堤
谷
室

長
は
「
よ
り
多
く
の
実
習
生
に

茨
城
に
来
て
も
ら
い
、
で
き
る

だ
け
長
く
茨
城
で
働
い
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
特
定
技

能
と
い
う
資
格
が
昨
年
で
き
、

最
大
５
年
間
働
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

関
係
者
と
協
力
し
て
特
定
技
能

制
度
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

場
を
設
け
ま
し
た
」
と
述
べ
ま

し
た
。

　
意
見
交
換
会
で
は
ま
ず
、
茨

城
県
ベ
ト
ナ
ム
人
協
会
や
県
外

国
人
人
材
支
援
セ
ン
タ
ー
、
県

国
際
交
流
協
会
な
ど
の
組
織
の

紹
介
が
行
わ
れ
そ
の
後
、
特
定

技
制
度
の
説
明
や
先
輩
技
能
実

習
生
と
の
意
見
交
換
会
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　 

茨
城
ベ
ト
ナ
ム
人
協
会
の

ド
・
テ
イ
・
ト
ウ
・
チ
ャ
ン
さ

ん
は
「
茨
城
県
に
住
ん
で
い
る

ベ
ト
ナ
ム
人
技
能
実
習
生
向
け

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
調
査
対
象

者
１
０
０
人
中
、回
答
者
61
人
、

２
０
１
９
年
９
月
〜
20
年
２
月

ま
で
主
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
を
利
用
）」
を
実
施
し
、
そ

の
結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

 

　
回
答
者
の
職
種
別
割
合
は
、

農
業
31
％
、
機
械
21
％
、
建
設

業
19
％
、塗
装
業
11
％
と
な
り
、

こ
の
４
職
種
が
全
体
で
80
％
以

上
を
占
め
て
い
ま
す
。

 

　
来
日
の
目
的
に
つ
い
て
は

複
数
回
答
可
で
調
査
さ
れ
て
お

り
、
お
金
を
稼
ぐ
93
％
、
技
術

の
習
得
47
％
、
日
本
語
を
学
ぶ

40
％
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
渡
航
の
た
め
の
送
り
出
し
機

関
に
支
払
っ
た
費
用
は
、
90
〜

１
１
０
万
円
が
53
％
と
最
も
多

く
、
１
１
０
万
円
以
上
は
14
％

で
、
90
万
円
以
下
に
は
０
円
と

い
う
答
え
が
３
％
含
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

　
ベ
ト
ナ
ム
労
働
総
連
盟
の
調

査
（
２
０
１
８
年
時
点
）
に
よ

れ
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
人
の
平
均
年

収
は
約
30
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
か
ら
、
送
り
出
し
機
関
の
費

用
が
高
額
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

　
茨
城
県
ベ
ト
ナ
ム
人
協
会
（
ヴ
ォ
ン
・
キ
ャ
ッ
ト
・
カ
ン
会
長
）

は
、８
月
23
日
、水
戸
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
水
戸
市
三
の
丸
）

で
「
茨
城
県
の
ベ
ト
ナ
ム
人
技
能
実
習
生
意
見
交
換
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

 

　
給
与
の
手
取
額
に
つ
い
て

は
、
14
〜
16
万
円
が
41
％
と
最

も
多
く
、
つ
い
で
11
〜
13
万
円

が
22
％
で
し
た
。
20
万
円
以
上

が
７
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
９

〜
10
万
円
が
13
％
を
示
し
て
い

ま
す
。

 

　
家
族
に
対
す
る
平
均
送
金

額
は
、
10
〜
12
万
円
が
49
％
と

半
数
近
く
を
占
め
て
お
り
、、

８
〜
９
万
円
16
％
、
５
〜
７
万

円
26
％
、
13
万
円
以
上
が
９
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
手
取
額
に

占
め
る
送
金
額
の
比
重
が
高
い

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

 

　
送
金
額
に
つ
い
て
は
、
予

定
よ
り
少
な
い
と
の
回
答
が

62
％
で
、
予
定
よ
り
多
い
は

５
％
と
少
な
く
、
思
う
よ
う
に

送
金
で
き
な
い
現
状
が
読
み
取

れ
ま
す
。

「
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正

な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保

護
に
関
す
る
法
律
」
の
基
本
理

念
に
は
、「
技
能
実
習
は
、
労

働
力
の
需
給
の
調
整
の
手
段
と

し
て
行
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
」

と
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か

ら
は
日
本
で
働
く
厳
し
さ
を
計

り
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
11
月
号
の
機
関
紙

で
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

日
本
に
来
る
ま
で
が
大
変

多
く
の
収
入
を
家
族
に

特
定
技
能
制
度
に
理
解
を

・関東運輸局 一般乗用旅客自動車運送事業 関自旅二第308号
・関東運輸局 一般貨物自動車運送事業 関自貨第406号
・患者等搬送事業者 水戸市消防本部認定 消救急第5号
・労働者派遣事業許可番号 派08-300622
・労働者派遣事業許可番号 特08-300285
・介護事業所番号 0870103769 本 社 : 茨城県水戸市浜田町415-3

私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋
・
機
関
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す
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VCI 人材戦略アカデミー

ベトナムのエンジニア
（大卒・正社員・幹部候補生）を
  確実に採用できます。

４００人以上の卒業生が既に中小企業の技術の最前線
で働いています。
ハノイで最もレベルの高い国立ハノイ工科大学などの優秀な学生が日本
企業での就職を目指して、VCIアカデミーで日本語と日本社会を学んで
います。

［費用やスケジュールのお問い合わせ］

電話：VCI人材戦略アカデミー（代表）0084-24-8585-5990
阿部正行（校長）090-1767-7063 - メール：abevci@me.com

私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋
機
関
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す
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社会福祉法人　寿広福祉会

〒300-2706
茨城県常総市新石下1031
T E L 0297-42-2300

理事長 中嶌  和子
石下保育園（認可）
古河すくすく保育園（小規模認可）
大田区高畑保育園（認可）
足立区六町保育園（認可）
港区新橋保育室
横浜市滝ヶ谷保育園（認可）
特別養護老人ホーム L・ハーモニー石下
古河ゆきはな保育園（事務所内）

私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

機
関
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

■
新
入
会
員

▽
有
限
会
社
グ
リ
ー
ン
交
通
茨

城
・
松
金
律
子
▽
公
益
財
団
法

人
い
ば
ら
き
文
化
振
興
財
団
▽

社
会
福
祉
法
人
寿
広
会
・
中
嶌

和
子

　
　
　
　
　
　
順
不
同
敬
称
略

　
活
動
展
示
は
、
水
戸
市
を
拠

点
に
す
る
国
際
交
流
団
体
の
活

動
を
市
民
に
紹
介
す
る
目
的
で

毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
県
連
は
「
第
23
次
ベ
ト
ナ
ム

訪
問
団
」「
ベ
ト
ナ
ム
の
夕
べ
」

「
新
春
の
つ
ど
い
」「
茨
城
ベ
ト

ナ
ム
人
協
会
設
立
と
テ
ト
（
旧

正
月
）
祝
賀
会
」「
青
年
部
と

留
学
生
に
よ
る
小
学
校
で
の
特

別
授
業
」
な
ど
、
一
年
間
の
活

動
の
様
子
を
掲
示
。

　
ま
た
、「
コ
ロ
ナ
禍
に
負
け

ず
支
援
の
輪
」
と
題
し
「
茨
城

県
ベ
ト
ナ
ム
人
協
会
へ
マ
ス
ク

寄
贈
」
や
、
困
窮
す
る
ベ
ト
ナ

ム
人
の
た
め
に
活
躍
す
る
ベ
ト

ナ
ム
人
僧
侶
た
ち
に
よ
る
「
茨

城
在
住
ベ
ト
ナ
ム
人
へ
の
物
資

支
援
」、ア
セ
ア
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
の
廣
田
さ
ん
と
杉
田
弁
護

士
に
よ
る
技
能
実
習
生
な
ど
を

対
象
と
し
た
「
無
料
法
律
相
談

会
」Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー
ド
バ
ン

ク
茨
城
と
茨
城
県
連
合
会
の
支

援
者
な
ど
か
ら
寄
付
を
受
け
た

食
料
品
を
配
布
し
た
「
ベ
ト
ナ

ム
人
へ
の
食
料
支
援
」
な
ど
の

記
事
を
掲
示
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
連
合
会
の
概
要
案

内
や
入
会
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
過
去
の
機
関
紙
、
無
料
法

律
相
談
会
の
チ
ラ
シ
な
ど
の
資

料
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

 「
国
際
交
流
団
体
活
動
紹
介
展
示
」（
水
戸
市
国
際
交
流
協
会
主
催
）

が
９
月
７
日
〜
10
月
６
日
ま
で
の
１
ヶ
月
間
、
水
戸
市
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
（
同
市
備
前
町
）
に
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
茨
城
県
ベ
ト
ナ
ム
人
協
会
主

催
の
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
７
月
19

日
、
水
戸
市
根
本
町
サ
ッ
カ
ー

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
８
時
半
に
始
ま
っ
た
大

会
に
は
、
家
族
や
友
だ
ち
な
ど

も
参
加
し
、
各
チ
ー
ム
は
一
生

懸
命
戦
い
ま
し
た
。

　
県
内
で
働
く
ベ
ト
ナ
ム
人
協

会
ス
ポ
ー
ツ
担
当
ダ
オ
・
マ
ン

さ
ん
は
「
大
会
は
健
全
で
健
康

的
な
身
体
を
鍛
え
る
場
を
生
み

出
し
、
有
益
で
あ
る
だ
け
で
な

く
祖
国
を
遠
く
離
れ
た
ベ
ト
ナ

ム
の
人
々
の
精
神
を
結
び
つ
け

る
絆
で
も
あ
り
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
県
内
で
働
く
ベ
ト

ナ
ム
人
を
は
じ
め
日
本
語
学
校

や
大
学
で
学
ん
で
い
る
留
学
生

で
、
多
く
の
参
加
者
が
「
こ
の

機
会
を
通
し
て
仕
事
や
勉
強
以

外
で
自
国
の
仲
間
に
合
え
て
と

て
も
嬉
し
い
。
新
た
な
仲
間
が

で
き
て
情
報
交
換
や
生
活
や
仕

事
で
の
困
難
を
お
互
い
に
助
け

合
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
大
会
中
日
本
ベ
ト
ナ
ム
友
好

協
会
茨
城
県
連
合
会
か
ら
参
加

者
に
食
糧
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

受
け
取
っ
た
ベ
ト
ナ
ム
人
の
み

ん
な
は
「
支
援
を
し
て
も
ら
え

て
う
れ
し
い
で
す
」
と
感
謝
の

こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

参
加
者
や
家
族
350
人
分
の
食
糧
支
給

活
動
内
容
を
パ
ネ
ル
で
紹
介

記
事
、
茨
城
県
ベ
ト
ナ
ム
人
協
会
ド
ー
・

テ
ィ
ー
・
チ
ュ
ー
・
チ
ャ
ン
さ
ん

予
定
行
事
中
止
の
お
知
ら
せ

　
年
間
行
事
の
「
ビ
ジ
ネ
ス
懇

談
会
」
と
「
第
23
次
ベ
ト
ナ
ム

訪
問
団
」
に
つ
き
ま
し
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

終
息
が
未
だ
見
え
な
い
状
況
に

よ
り
、
こ
れ
ら
２
つ
の
事
業
を

中
止
す
る
こ
と
と
決
定
し
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
今
後
の
入
国
再
開
や
コ
ロ
ナ

の
収
束
状
況
に
よ
り
ま
す
が
、

来
年
５
月
こ
ろ
の
訪
問
団
派
遣

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
様
々
な

事
業
を
開
催
す
る
こ
と
が
困
難

な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

皆
様
の
ご
理
解
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

支
援
協
力
の
お
願
い

　
現
在
県
内
に
は
、
約
９
７
０

０
人
の
ベ
ト
ナ
ム
人
が
生
活
し

て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
生
活
困
窮
者
が
増
え
て
い
る

現
状
で
す
。

　
県
連
で
は
お
米
、
乾
麺
な
ど

の
食
糧
や
寄
付
な
ど
、
ご
協
力

い
た
だ
け
れ
ば
困
窮
者
に
届
け

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
県
連
事
務
局
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